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研究成果の概要（和文）：料理写真の魅力度を画像特徴から推定する手法に関して，魅力度に影響を及ぼす要因
を分析し，その影響度合いを定量的に明らかにした．また，魅力度推定に必要となる大規模な料理画像データセ
ットを効率的に構築するための枠組みを開発し，その有効性を定量的に明らかにした．さらに，人の注視傾向に
基づいて魅力度推定に有効な画像特徴を分析した．これらの研究成果を論文誌および国内外学会で発表した．

研究成果の概要（英文）：Aiming at developing an attractiveness estimation method for food 
photography, this research has analyzed the factors affecting the attractiveness, and then 
quantitatively investigated how much the factors affect the estimation accuracy. This research also 
has developed an efficient framework of the construction of a large-scale image dataset with their 
attractiveness values, and qualitatively investigated its effectiveness. Then, we have analyzed 
effective image features based on human gaze information. The research achievements have been 
presented in a journal and domestic/international conferences.

研究分野：画像パターン認識

キーワード： 料理撮影支援　魅力度推定
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，料理写真に対する魅力度という人の曖昧な感覚量を画像特徴から定量化する手法を開発した．ま
た，人が料理を含めた物体を見る際にどのような画像特徴に注目するかに関して得られた知見は，美食学，色彩
工学，認知科学の分野の発展にも貢献すると考えられ，学術的に意義深いものとなる．

本研究の成果を基に，本研究がさらに発展すれば，食育の促進や料理を介したコミュニケーションの活性化等，
国民生活の質の向上や食産業界の活性化に貢献することが予想され，社会的にも意義深いものとなる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1) SNS や飲食店のメニュー等に料理写真を掲載
する際には，料理写真が魅力的であることが望まし
い．魅力的であるとは，写真の審美性が高く，シズ
ル感があり，料理の食材構成がよく伝わることを指
す．魅力的な写真を撮影するには，盛り付けと撮影
の両方に関する技術やノウハウが必要となるため，
これを支援する枠組みを確立したいと考えた． 

 

(2) 美食学や認知科学の分野では，料理だけでな
く食事環境の設計に関する定性的な知見が得られ
ている．画像処理の分野では写真の審美性を評価す
る研究はあるが，料理写真を対象としたものはな
い．画像加工による料理写真のシズル感の変化を調
査した研究もあるが，本研究で扱うような魅力度を
画像特徴から推定するものではない． 

 

２．研究の目的 

(1) 料理写真の魅力度を画像特徴から推定する手法を開発する．ここで，料理写真の魅力度と
は，審美性，シズル感，料理の食材構成の 3 つの観点から総合的に決定される連続値であるとす
る．本研究では，人の感覚量である魅力度を料理写真の画像特徴から定量化することを目指す． 

 

(2) (1)の技術を用いて，料理の盛り付けや撮影を支援する枠組みを確立する．さらに，大規模
な料理画像データセットを用いた被験者実験によって本手法の有効性・有用性を明らかにする． 

 

３．研究の方法 

下記の 2 つの達成事項により目的(1)および(2)を達成する．なお，本研究では，一つの皿に盛り
付けられた料理の写真を入力として想定し，画像加工に関しては本研究では扱わない． 
 
(1) 料理の盛り付け・撮影方法の良し悪しを定量化する手法の開発 
料理写真の魅力度に影響を及ぼす各要因について，その影響度合いを被験者実験により定量的
に調査し，それらを評価する有効な画像特徴を明らかにする．また，それらの画像特徴の組み合
わせにより盛り付けまたは撮影方法の良し悪しに関する評価値を算出する手法をそれぞれ個別
に開発し，その有効性を明らかにする． 
 
(2) 料理写真の魅力度推定手法の開発 
①で開発した手法により，盛り付けと撮影の両方の要因を考慮した魅力度推定手法を開発し，そ
の有効性を明らかにする．また，個人の嗜好の違いにより，魅力度の感じ方にはばらつきが生じ
ることが考えられる．このばらつきをどう扱うかは応用次第であり，ある人に特化した魅力度推
定を目指す場合，あらゆる人が感じる魅力度の平均値の推定を目指す場合のいずれも考えられ
る．本研究では，両方の応用を想定し，それぞれにおける魅力度推定器の有効性を明らかにする． 
 
４．研究成果 

(1) ３．で述べた①の取り組みに関して，以下のような成果が得られた． 

 

① 食材構成の理解の有無が魅力度に及ぼす影響を定量的に調査した．具体的には，3種類の料

理を対象として，撮影角度（仰角 3 種類，回転角 12 種類）が異なる 36枚の料理画像を用いてサ

ーストンの一対比較実験を実施した．各画像に対する選択率を可視化したものを図 2 に示す．

この図における各マップは，36×36のセルからなり，各行および各列はそれぞれ 36 枚の料理画

像に対応する．𝑖行𝑗列（𝑖, 𝑗 = 1,… ,36）のセルは，画像𝑖と画像𝑗を比較した際に画像𝑖の方が魅力

的であると回答した人の数を青（魅力度：低）から赤（魅力度：高）の色で表している．なお，

行および列の並びは，仰角を第 1キー，回転角を第 2キーとする昇順となっている．これらの結

果から，料理の種類によって，食材構成の理解の有無が魅力度に与える影響は大きく異なること

が判った．また，これらの実験から構築された魅力度付き画像データセットに対して魅力度推定

精度を評価したところ，食材構成の理解の有無が魅力度推定精度に及ぼす影響も，料理の種類に

よって異なることが確認された．これらの研究成果により，高精度な魅力度推定のためには食材

構成を評価するための画像特徴を利用することが有効または必要であることが示唆された．な

お，これらは直感的に妥当であるが，どのような要因が魅力度および魅力度推定精度にどの程度

影響を及ぼすかということを定量的に調査した研究はこれまでにない．今後の研究において最

適な画像特徴を設計する上で重要な知見となると考えられる． 

   

(a) 魅力度： 高 

   

(b) 魅力度： 低 

図 1 料理写真の例 



 

② ぼかし・スケーリングが魅力度に及ぼす影響を定量的に調査した．具体的には，10 種類の

料理を対象として，ぼかしやスケーリングがされていない画像とされている画像をまとめたデ

ータセットに対してサーストンの一対比較法を実施した．その結果を図 3 に示す．この結果か

ら，ぼかしやスケーリングの効果は料理ごとに異なることが判った．また，このデータセットを

用いて魅力度推定の精度を定量評価した結果，どちらのデータセットで評価をしても有意な差

は認められなかった．これは，この実験で利用したデータセットの規模が小さいことが主な原因

であると考えられ，大規模なデータセットを構築する必要があることが示唆された．なお，①と

同様に，これらの結果は直感的に妥当であるが，ぼかし・スケーリングが魅力度および魅力度推

定精度にどの程度影響を及ぼすかということを定量的に調査した研究はこれまでにない．今後

の研究において，ぼかし・スケーリングをどのように扱うべきかに関して重要な知見となると考

えられる． 

 

(2) ３．で述べた②の取り組みに関して，以下のような成果が得られた． 

① (1)で述べた研究では，データセットの規模が小さい（画像枚数が少ない）ことで，実施でき

る分析が限定されていた．そこで，３．で述べた②に取り組むにあたり，まずは大規模な画像デ

ータセットを効率的に構築するための枠組みを検討した．具体的には，小規模な魅力度付き画像

データセットを元に，data augmentation を適用することを検討した．このとき，単純な data 

augmentation では画像のみが生成され，それに対する魅力度は得られない．そこで，人が知覚

できない範囲で画像変換（回転，スケーリング，シフト，ノイズ付与）を適用し，生成後の画像

の魅力度を元の画像のそれと同じとみなすことで，魅力度と画像のペアを拡張できる．実験の結

果，本枠組みにより全体的に魅力度推定精度が向上することが確認された．また，図 4に示すよ

うに，単に画像枚数を増やせば良いというわけではなく，料理ごとに，また，画像変換ごとに最

適な変換パラメータ・生成枚数があることが判った．さらに，各種画像変換を単独適用した際の

最適な変換パラメータを利用して，複数の画像変換を同時適用しても，魅力度推定精度は向上し

ないことが確認された．なお，この枠組みは，料理写真の魅力度推定のタスクに限らず，評価値

と画像のペアが大量に必要となるタスクに適用可能であり，本研究により得られた成果の応用

範囲は広いといえる．本枠組みにより拡張されたデータセットを利用すれば，これまで困難であ

った定量的分析が今後行える可能性がある． 

 

(a) 食材構成が未知の場合 

 

(b) 食材構成が既知の場合 

図 2 対比較結果： 各画像の選択率（青～赤：低～高） 



 

 

  

  

図 3 ぼかし・スケーリングを考慮した魅力度の定量化結果 

（点線で囲まれた画像：ぼかしを施された画像） 

  

図 4 データ拡張されたデータセットを利用したときの料理ごとの魅力度推定精度 

（MAE；Mean Absolute Error） 



② 個人差を考慮した魅力度推定に関する検討として，選好実験時の視線を計測して料理画像

に対する注視傾向の違いを調査した．具体的には，予め実施した選好実験時において各料理の各

画像対を比較する際に画像中のどの領域を注視しているかを計測した．それに基づき，画像特徴

に対して重み付けをすることで，人がより注視する領域から抽出された画像特徴を評価する深

層学習手法を 2 つ検討した．一つは人が注視した領域から画像特徴を抽出する手法，もう一つは

注視されなかった領域から画像特徴を抽出する手法である．それぞれの手法は，人が物を見る際

に中心視で評価するか周辺視で評価するかという違いがあることを考慮したものである．実験

の結果，図 5に示すように，画像特徴を視線情報に基づいて重み付けをすることで，魅力度推定

精度が概ね向上することが確認された．さらに，最適な重み付け方法が料理ごとにことなること

が確認された．これらの研究成果は，個人によって異なる注視傾向を考慮した魅力度推定手法を

検討する上で重要なものとなる．これまでの研究では，画像特徴のみに注目して魅力度推定精度

を向上させる取り組みが主であったが，視線情報を利用した新たな枠組みにより当該分野の研

究がさらに発展することが期待される． 

 

  

図 5 視線情報により画像特徴に重み付けをした際の魅力度推定精度の比較 

（MAE；Mean Absolute Error） 
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